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発表内容 当センターは福井県内で新型インフルエンザの遺伝子検査（リアルタイ

ム RT-PCR 法）を行う唯一の機関であり、発熱外来設置期間中（2009 年 5

月 4日～7月 23 日）に 15 件の新型インフルエンザを確認した。 

遺伝子検査の増幅曲線では、まず A 型インフルエンザ共通の M 遺伝子

(A/M)、次に新型インフルエンザの HA 遺伝子(AH1pdm)が立ち上がり、その

後に AH1 の HA 遺伝子(H1)の立ち上がりがみられた。15 件中 1件は H1 陰性

であった。 

新型インフルエンザ陽性検体 15 件のうち、医療機関での迅速診断キット

を使った簡易検査で A型陰性であったものは 5件あった。このことから、

簡易検査で陰性であっても感染を否定できないことが示唆された。また、

簡易検査で陽性、PCR 検査で陰性であったものが 2 件あった。これは、迅

速診断キットにおける非特異反応と考えられた。 

感染者の年齢は、15 名中 11 名が 20 歳以下であり、全国の傾向と同じく

若い年齢層で感染が拡大していたと考えられる。発生内訳は、学生の県外

大学での集団発生による感染が多く、発生地への渡航・滞在での感染、県

内感染者からの二次感染もみられた。症状は発熱、咳、咽頭痛、頭痛、全

身倦怠感などであった。インフルエンザの症状として、38 度以上の急な発

熱が知られているが、受診時点では 38 度以下の感染者が 6名いた。 

ウイルスの性状を調べるため、ウイルス分離、赤血球凝集試験を行った

ところ、新型インフルエンザ陽性検体 15 件中 14 件で細胞変性効果、赤血

球凝集作用が確認された。 

 


